
のわだい
まち

　

住民に注意喚起を行う会員（右）住民に注意喚起を行う会員（右）ホタテごはんをおいしそうに食べる児童ホタテごはんをおいしそうに食べる児童

　
　
方
自
治
の
発
展
に
貢
献
し
た
と

　
　
し
て
、
２
０
１
０
～
22
年
の
３

期
12
年
に
わ
た
っ
て
洞
爺
湖
町
長
を

務
め
た
真
屋
敏
春
氏
に
北
海
道
社
会

貢
献
賞
（
自
治
功
労
賞
）
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

　
真
屋
氏
は
町
長
就
任
以
降
、
財
政

健
全
化
、
洞
爺
湖
有
珠
山
ジ
オ
パ
ー

ク
を
活
用
し
た
観
光
誘
致
な
ど
に
取

り
組
み
、
町
の
発
展
の
た
め
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。
表
彰
状
を
受
け
取
っ

た
真
屋
氏
は
「
職
員
や
住
民
の
皆
さ

ん
に
支
え
て
も
ら
っ
た
お
か
げ
で

す
」
と
感
謝
し
て
い
ま
し
た
。

地

地方自治の発展に貢献
真屋敏春氏北海道社会貢献賞受賞

12
26

　
　
元
の
特
産
品
で
あ
る
ホ
タ
テ
の

　
　

お
い
し
さ
を
児
童
・
生
徒
に

知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
噴
火
湾
胆
振

海
区
漁
業
振
興
推
進
協
議
会
が
無
償

提
供
し
た
ホ
タ
テ
を
使
っ
た
学
校
給

食
が
、
学
校
給
食
週
間
（
１
月
24
日

～
30
日
）
に
合
わ
せ
て
町
内
の
全
小

中
学
校
で
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　
洞
爺
地
区
で
は
25
日
に
ホ
タ
テ
ご

は
ん
が
、
虻
田
地
区
で
は
26
日
に
ホ

タ
テ
シ
チ
ュ
ー
が
提
供
さ
れ
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
ホ
タ
テ
が
た

く
さ
ん
入
っ
た
給
食
を
笑
顔
で
お
い

し
そ
う
に
食
べ
て
い
ま
し
た
。　
　

地

防犯への注意喚起
歳末地域安全運動実施

12

北海道社会貢献賞を受賞した真屋氏（右から３人目）北海道社会貢献賞を受賞した真屋氏（右から３人目）

地元のおいしいホタテを PR
噴火湾胆振海区漁業振興推進協議会が無償提供

12

　
　
爺
湖
町
防
犯
協
会
（
毛
利
納
会

　
　
長
）
の
歳
末
地
域
安
全
運
動
が

行
わ
れ
、
住
民
に
対
し
て
特
殊
詐
欺

な
ど
に
警
戒
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　
洞
爺
支
部
が
15
日
に
と
う
や
水
の

駅
と
セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト
洞
爺
店
、
虻

田
支
部
が
16
日
に
ウ
ロ
コ
虻
田
店
と

Ａ
マ
ー
ト
と
う
や
湖
店
で
運
動
を
実

施
。
そ
れ
ぞ
れ
買
い
物
客
に
特
殊
詐

欺
へ
の
注
意
を
促
す
チ
ラ
シ
が
入
っ

た
テ
ィ
ッ
シ
ュ
や
ハ
ン
カ
チ
セ
ッ
ト

を
手
渡
し
、
不
審
な
電
話
が
あ
っ
た

ら
身
近
な
人
や
警
察
に
相
談
す
る
よ

う
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

洞

広報とうやこ　2023 年３月 ６

洞爺湖町老人クラブ連合会
新年演芸交流大会開催

　
　
爺
湖
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
（
山
田
晃
会
長
）の
新
年
演
芸

交
流
大
会
が
、
洞
爺
湖
文
化
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
15
組
延
べ

42
人
が
出
演
し
、
カ
ラ
オ
ケ
や
演
劇

な
ど
で
観
客
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

睦
会
は
「
人
生
に
乾
杯
」「
く
ち

な
し
雨
情
」
の
２
曲
を
合
唱
し
、
会

場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
六
区
寿
会

は
「
大
き
な
か
ぶ
」
の
演
劇
を
披

露
。
子
ど
も
や
犬
に
な
り
き
り
、
息

を
合
わ
せ
て
か
ぶ
を
引
っ
こ
抜
く

と
、
大
勢
か
ら
拍
手
と
笑
い
声
が
沸

き
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

演劇を披露する出演者演劇を披露する出演者

洞

15・1625・26
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町内で行われたイベントや活動を紹介します

　
　
と
天
理
教
室
蘭
支
部
災
害
対
策

　
　

委
員
会
（
秦
野
聖
一
郎
委
員

長
）
が
、「
災
害
時
の
救
援
活
動
に

関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
１
９
７
７
年
、
２
０
０
０
年
の
有

珠
山
噴
火
で
、
同
委
員
会
は
除
灰
作

業
を
行
う
な
ど
災
害
対
策
に
貢
献
し

て
き
ま
し
た
。
今
回
の
協
定
を
も
と

に
、
よ
り
効
率
的
な
災
害
支
援
や
、

行
政
と
の
ス
ム
ー
ズ
な
連
携
を
図
り

ま
す
。
秦
野
委
員
長
は
「
有
珠
山
噴

火
も
近
づ
い
て
い
る
の
で
、
初
動
か

ら
支
援
を
行
い
た
い
で
す
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

町

洞爺湖町と天理教室蘭支部災害対策委員会
災害時の救援活動に関する協定締結

協定書に調印した秦野委員長（左）協定書に調印した秦野委員長（左）

16・24
12

　
　
書
紹
介
文
・
読
書
感
想
画
の
表

　
　

彰
（
教
育
委
員
会
・
洞
爺
湖

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
主
催
）
が
行
わ

れ
、
各
校
か
ら
読
書
紹
介
文
37
点
、

読
書
感
想
画
１
0
５
点
の
応
募
が
あ

り
、
４
人
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
。
読

書
紹
介
文<

小
学
生
の
部>

成
島

杏
さ
ん
（
虻
小
6
年
）＜

中
学
生

の
部＞

和
泉
心
さ
ん
（
虻
中
３
年
）

／
読
書
感
想
画＜

小
学
生
の
部＞

白
川
宙
さ
ん
（
温
小
４
年
）<

中

学
生
の
部＞

小
野
寺
陽
月
さ
ん
（
虻

中
３
年
）

読

読書の成果を発表
読書紹介文・感想画で４人が最優秀賞

１
2

広報とうやこ　2023 年 3 月７

町に企業版ふるさと納税
㈱セコマに感謝状贈呈

　
　
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
り
町

　
　
に
寄
附
を
行
っ
た
（
株
）
セ
コ

マ
（
赤
尾
洋
昭
代
表
取
締
役
社
長
）

に
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
企
業

版
ふ
る
さ
と
納
税
と
は
、
国
が
認
定

し
た
地
方
公
共
団
体
の
地
方
創
生
の

取
組
み
に
対
し
て
企
業
が
寄
附
を
行

う
制
度
で
、
法
人
関
係
税
か
ら
税
額

控
除
さ
れ
ま
す
。

　
当
日
は
下
道
町
長
が
、
㈱
セ
コ
マ

を
訪
問
し
、
赤
尾
社
長
に
直
接
、
感

謝
状
を
手
渡
し
ま
し
た
。
寄
附
金

は
、
町
が
実
施
し
て
い
る
Ｗ
ｉ

-

Ｆ

ｉ
整
備
事
業
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

感謝状を受け取った赤尾社長（右）感謝状を受け取った赤尾社長（右）

　
　
ど
も
の
豊
か
な
感
性
を
育
て
よ

　
　
う
と
、
洞
爺
湖
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
（
伊
藤
善
廣
会
長
）
が
町
内
の

全
小
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
に
図
書

1
1
6
冊
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　
2
0
1
5
年
度
か
ら
寄
付
を
続
け

て
お
り
、
今
年
度
も
各
校
か
ら
希
望

を
募
り
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
図

書
を
揃
え
ま
し
た
。

　
伊
藤
会
長
は
「
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
希
望
す
る
本
を
贈
呈
し
ま
し

た
。
少
し
で
も
読
ん
で
ほ
し
い
で

す
」
と
話
し
、
渋
川
教
育
長
に
目
録

を
手
渡
し
ま
し
た
。

子

図書を寄贈した伊藤会長（左から２人目）図書を寄贈した伊藤会長（左から２人目）

読書で感性豊かに
洞爺湖ロータリークラブが図書寄贈

企
３
2

16・24
12
6
2

6
2

小野寺陽月さん 和泉心さん

白川宙さん 成島杏さん
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